
ドローンを、
仕事で使っていますか？

教えてください。



ドローンを実用化したい！
と思っていますか？

教えてください。



興味はあるけど、
漠然としている。

教えてください。



ドローン・空飛ぶクルマ

「実用化」・「事業化」
計画策定

（補助金を活用）



環境省

令和4年度二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金
（社会変革と物流脱炭素化を同時実現する先進技術導入促進事業）

先進的な設備の導入を行う事業に対する補助金

【課題】●物流のCO2排出量削減
●人口減少・高齢化に伴う労働力不足
●地域の物流網維持
●防災・減災等



１．自立型ゼロエネルギー倉庫モデル促進事業

２．過疎地域等における無人航空機を活用した物流実用化事業
（計画策定に対する補助）

【事業の目的】

荷量の限られる過疎地域等において、既存物流からドローン物流への
転換を図り、輸配送の効率化によるCO2排出量の削減とともに、労働力不

足対策や災害時も含めた持続可能な物流網の構築を同時実現する事業を実施

するにあたり必要な計画を策定する事業

３．過疎地域等における無人航空機を活用した物流実用化事業
（事業実施に対する補助）

【補助金の交付額】
• 化石燃料に頼らないドローン等を導入する場合は補助対象経費の２／３以内（上限１億円）
• 上記以外の場合は補助対象経費の１／２以内（上限１億円

【補助金の交付額】
• 補助対象経費（定額（上限500万円））



confidential【体制図（案）】



「国家戦略特別区域」
⇒ 今治市近未来技術実証ワンストップセンター

～ドローンを活用した実証 ： 物流・輸送～
●令和4年３月 ●令和4年10月～１１月

・香川県東かがわ市に企業版ふるさと納税で寄付
⇒「環境配慮のシェアリング事業」を計画

・SkyDrive 社と空飛ぶクルマのプレオーダー契約を締結

・四国電力送配電 様⇒ドローンでの設備点検
・四国航空株式会社 様⇒物資輸送・人員輸送 等

連携理由

・存在意義（ミッション）:「潤いと活力ある地域の明日を創る」





最長飛行時間 機体のみ：約28分まで、
4.9kg搭載時：約20分



現在：
路線バス廃止

人口減少・人手不足
高齢化（免許返納）

現在：移動スーパー補完
(労働力不足・コスト高)

貨客混載

魚市場生産農家

松山空港
(地産外商)

(1)過疎地域等
から

ドローン集荷

(2)過疎地域等
への

ドローン配送

過疎地域等における無人航空機を活用した物流実用化事業（イメージ図）

ドローン集荷

東京・東北
北海道

現在：トラック
(2024年問題)
働き方改革

現在：軽トラック
(高齢化)

ドローンデポ（集配）

2025年以降

バス 営業所

過疎地域へ
ドローン配送





CO2削減効果の算定

CO2削減率 71.4%

１．事業実施前のCO2排出量 4.2 t-CO2／年

２．事業実施後のCO2排出量 1.2 t-CO2／年

３．CO2削減量 3.0 t-CO2／年



(１)CO2削減効果の算定根拠

①案：既存のトラック輸送からドローン輸送＋貨客混載事業への転換を図る計画策定
※農家等生産者からドローンポートとなる拠点まで輸送（納品）

(貨客混載でのCO2削減量は除く)
■事業実施前のCO2排出量計算式：
距離10㎞÷燃費13.9㎞×10箇所×250日×ガソリン排出係数2.32＝4.2tco2

■事業実施後のCO２排出量計算式：(前提：10Km飛行で1回の充電)
0.355kwh×4台×消費率69%×10箇所×250日×排出係数0.000484＝1.2tco2

事業実施前合計：①案:4.2t-CO2
事業実施後合計：①案:1.2t-CO2

(２)CO2削減効果
事業による直接効果
事業実施前のCO2排出量 4.2 t-CO2／年
事業実施後のCO2排出量 1.2 t-CO2／年
CO2削減量 3.0 t-CO2／年
CO2削減率 71.4%



▼ 時期：12月上旬 ▼

▼ 場所：今治市 ▼

▼ 物流の実証事業 ▼
（テスト飛行）

実施予定

企画中！お楽しみに！


